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･たいいくぎをじぶんできるれんしゅうをする
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･ひらがなプリントのなおしをする
(かていがくしゆう3にちめにも､なおしを
するじかんがあります｡はなまるめざして
ていねいにとりくみましょう）
★ひらがなプリント『に」

･こうかをうたう
(がつこうのほおむぺえじどうがもあります）

･きょうかしょp22Iつばめ｣をこえにだしてよむ
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いえのしごとにとりくもう

きょうのふりかえりにいろをぬる
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